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論文内容の要旨 

〔目 的(Objective)〕 

先天性嚢胞性肺疾患に対して開胸下肺切除術を受けた小児における長期呼吸機能、呼吸器合併症、筋骨格変形、健

康関連QOL（HRQOL）を評価し、長期的予後を明らかにすることを目的とした。 

 

〔方法ならびに成績(Methods/Results)〕 

1992年から2017年までに大阪大学医学部附属病院で先天性嚢胞性肺疾患に対して肺切除術を受け、術後5年以上経過

し6歳以降に呼吸機能検査が施行された30例を対象とした後ろ向きコホート研究を行った。胸腔鏡下手術症例は3例と

少数であったため、主解析は開胸手術症例27例に限定し、胸腔鏡症例は補足資料として別途解析した。 

 

肺機能検査では％予測肺活量（%VC）、％1秒量（%FEV1）、一秒率(FEV1/FVC)を評価し、GLI基準を用いて健常対照

群と比較した。また、呼吸機能低下に関連する因子の解析と、経時的な呼吸機能変化の検討を行った。加えて、喘息

様症状、筋骨格変形（漏斗胸、側弯症、その他胸郭変形）、QOL（PedsQL）を評価した。 

 

術後平均の呼吸機能は%VC 81.2%、一秒率 82.2%と正常範囲内であったが、いずれも健常対照群より有意に低値であ

った。%一秒量は健常対照群より低いことに加えて76.1%と正常下限を下回っていた。多変量解析では、喘息様症状お

よび筋骨格変形が呼吸機能低下と独立して関連していた。単葉切除症例に限定したサブ解析でも全体傾向は一致した。

 

長期合併症として、喘息様症状は37.0%で成人期以降も症状が残存する症例が散見された。筋骨格変形は33.3%に認

められ、一部では外科的加療を要した。皮膚切開長や開胸肋間位置と、呼吸機能・筋骨格変形有病率との間に有意な

関連は認められなかった。QOL評価では、健常対照群との間に有意差は認められなかった。 

 

〔総 括(Conclusion)〕 

先天性嚢胞性肺疾患に対する肺切除後、小児の%VCおよび一秒率は正常範囲内に保たれるものの、健常児と比較する

と有意に低下しており、一秒量の平均値は正常以下であった。喘息様症状および筋骨格変形は長期呼吸機能低下と関

連しており、術後もこれらの合併症を考慮した包括的な長期フォローアップが重要である。特に長期合併症を認める

症例においては臨床症状のみならず、客観的評価を含めた定期的かつ継続的な呼吸機能精査が望ましい。 

 




